
■ ずいそう
 不思議な形の変化朝顔
 仁田坂英二
■ 講座　子どもと共にいまを生きる④
 「同意」を学ぶ
 杉田真衣
■ 連続エッセー　心の散歩道
 七夕と富士さんと
 松崎運之助
■ ようこそ！  鉱物の世界へ④
 「鉱物で遊ぼう」
　門馬綱一

●ご記入いただいた個人情報は、『日本の学童ほいく』をお届けすること、購読の申し込みなどに関する問い合わせの際に利用させていただきます。
●全国学童保育連絡協議会の個人情報保護方針にもとづき、ご本人の許可なく第三者への提供は行いません。
●ご購読の申し込みはお近くの学童保育連絡協議会、または全国学童保育連絡協議会までどうぞ。
●2021年4月号より定価を1冊391円に改定させていただきます。

● 1冊391円（定価）  ● A5サイズ  ● 毎月15日発行   

ご注文は全国学童保育連絡協議会または下記まで

✁

  特集
 一人ひとりが安心して
  過ごせる人数に
  ̶集団の規模を考える

月刊『日本の学童ほいく』　　　 　　年　　 月号より毎月(　　　 )冊定期購読 ＊「○月号のみ□冊」との購読も承ります。
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 一人ひとりが安心して過ごせる生活の場を
 地域・学校の協力をもとに、子どもたちによりよい学童保育を

 子ども同士が認めあい、関わりあえる関係をつくるために

 集団の規模を考える
 ―名古屋市の学童保育の歴史と子どもの最善の利益から

 安心して過ごせる「子ども集団の規模」を求めて　編集部

「学童保育の役割を果たす」「子どもに安全で安心して生活
できる生活内容を保障する」うえでは、「安全に安心して
生活できる『子ども集団の規模の上限』を守った学童保育
を必要な数だけつくり、整備すること」が必要です。
今回の特集では、各地の改善に向けた取り組みを交流し、
そのことの大切さをあらためてたしかめあいます。


